
外部評価報告書 

｢２波長赤外線センサ技術の研究｣ 

１  外部評価委員会の概要 

（１） 日程・場所：平成２６年３月２７日 １３：５０～１６：３０ 

防衛省 技術研究本部  

（２） 評価委員（職名は委員会開催時点。敬称略、五十音順） 

（委員長） 安岡 義純  
 

（防衛大学校 名誉教授）  

 木股 雅章 （立命館大学 理工学部 機械工学科 教授）  

 廣本 宣久 （静岡大学 大学院工学研究科 機械工学専攻 教授） 

 守本  純 （防衛大学校 理工学研究科 教授）   

（３） 説明者：技術研究本部     

 電子装備研究所 センサ技術研究部 光電研究室 室長 喜田 達夫  

２  評価対象項目     

 ２波長赤外線センサ技術の研究    

 （研究試作（その４）終了時点）    

 （計画担当：技術研究本部 電子装備研究所 センサ技術研究部 光電研究室） 

３  評価対象事項 

２波長赤外線センサ関連技術 

４  事業の概要 

（１） 研究の目的 

高温動作、量産性に優れ、目標物体の抽出、識別性能の向上が見込まれる２波長赤外

線センサに関する技術資料を得る。 

（２） 研究開発線表 
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研究試作（その１） 

所内試験 

研究試作（その２） 

研究試作（その３） 

研究試作（その４） 



（３） 運用構想 

別紙第１参照 

（４） 研究試作品の概要 

別紙第２参照 

（５） 研究試作結果の一例 

別紙第３参照 

５  外部評価委員会の結果 

（１） 議論・質疑が集まったところ 

1. QDIP※を用いたデバイスの製作について  

2. デバイスの評価方法について  

3. 所内試験におけるデータ取得について 

4. 将来へ向けてのデバイスの発展性及びシステムの最適化について  

（２）  頂いたコメント、提言等 

1. 適切なプロセスで順調に目標に向かって研究が進められており、研究成果は妥当で

ある。 

2. ２波長 QDIP に関する素子製造技術は世界的にも優れた成果を得ている。  

3. 今回の計測結果は妥当である。なお、可能であれば、物理的メカニズムの解明のため

の技術資料を得られたい。  

4. 利用場面に合わせたシステムの最適化が今後必要と考えられ、所内試験で様々なデ

ータの取得を期待する。 

5. 素子の高感度化や高温動作化、冷却器の小型軽量化等、更なる性能向上に必要とな

る技術について今後検討してほしい。  

（３）  まとめ 

 適切なプロセスで順調に目標に向かって研究が進められており、研究成果は妥当であ

る。 

  ２波長赤外線センサは将来装備品にとって有用な技術であり、今回得られた成果を基

に、今後の所内試験で運用場面に即した有効なデータの取得を期待する。 

 

 

※ Quntum Dot Infrared Photo-detector 



運用構想

1

別紙第１

車両

戦闘機

高速飛翔体

搭載性の向上無人機 航空機 探知距離の延伸

２波長処理による背景クラッタ低減画像例
（シースキミング方式の対艦ミサイル）

目標抽出能力の向上

衛星

探知覆域の拡大

偵察・監視能力の向上

偵察・捜索能力の向上

艦艇

目標識別能力の向上



研究試作品の概要
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別紙第２
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別紙第３

研究試作結果の一例
２波長相関処理技術（２波長重畳処理）

２波長重畳処理により両波長の特徴的な成分を保持した画像を生成できる
ことを確認したことから、技術的課題解明の見通しを得た。

スプレーの噴射
が見える

サファイア板を透過
して熱源が見える


